
沢
栄
一
翁
が
新
1
万
円
札
の
肖
像
に

選
ば
れ
、2
0
2
1
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
の
主
人
公
に
決
ま
る
な
ど
再
評
価
が

進
む
。だ
が
、福
祉
分
野
で
の
先
駆
的
な
役
割

を
具
体
的
に
伝
え
る
メ
デ
ィ
ア
は
少
な
い
。

 

フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
の

 

開
拓
者

　

2
0
2
4
年
度
の
発
行
へ
向
け
、日
本
の

近
代
を
切
り
開
い
た
偉
人
の
歩
み
を
振
り
返

り
、業
績
を
再
認
識
す
る
の
は
意
義
深
い
。

　

渋
沢
は
1
8
4
0（
天
保
11
）年
、現
在
の

埼
玉
県
深
谷
市
で
豪
農
の
長
男
と
し
て
生
ま

れ
、明
治
維
新
の
激
動
期
に
波
乱
の
人
生
を

送
っ
た
。一
橋
家
へ
の
仕
官
、最
後
の
将
軍
・

徳
川
慶
喜
の
弟
に
付
き
添
う
欧
州
滞
在
、帰
国

後
は
大
蔵
官
僚
、早
々
に
退
官
し
て
第
一
国
立

銀
行
頭
取
、そ
の
後
、5
0
0
を
超
え
る
企
業

や
団
体
、学
校
の
創
設
・
発
展
に
尽
く
し
た
。

　

こ
の「
日
本
資
本
主
義
の
父
」と
呼
ば
れ
る

経
済
活
動
の
実
績
は
広
く
知
ら
れ
る
が
、福

祉
活
動
の
紹
介
は
意
外
に
乏
し
い
。

　

74（
明
治
7
）年
、貧
民
救
済
の「
東
京
養
育

院
」の
運
営
を
頼
ま
れ
、補
助
金
打
ち
切
り
反

対
の
先
頭
に
立
つ
。当
時
の
自
由
経
済
の
論

客
は「
税
金
で
貧
民
を
養
う
の
は
怠
惰
な
国

民
を
育
て
る
に
等
し
い
」と
主
張
し
、渋
沢
は

「
貧
民
救
済
は
人
の
道
、仁
政
で
あ
る
」と
反

論
し
た
。

　

補
助
金
は
一
時
途
絶
え
、渋
沢
は
フ
ラ
ン

ス
で
見
聞
し
た
慈
善
バ
ザ
ー
を
参
考
に
鹿ろ

く
め
い鳴

館
で
物
品
陳
列
販
売
会
を
開
き
、運
営
費
に

充
て
た
。資
産
家
が
少
額
で
も
ポ
ケ
ッ
ト
マ

ネ
ー
を
出
し
、社
会
的
な
責
任
を
果
た
す
大

事
さ
を
求
め
た
。日
本
型
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー

（
社
会
貢
献
活
動
）の
開
拓
者
だ
。

 

現い

ま在
に
つ
な
が
る

 

慈
善
協
会

　

1
9
0
8（
明
治
41
）年
に
は「
中
央
慈
善

協
会
」が
発
足
し
、渋
沢
は
初
代
会
長
に
就
任

し
、開
会
の
辞
で
こ
う
述
べ
た
。

　
「
文
明
が
進
み
富
が
増
す
ほ
ど
貧
富
の

懸け
ん
か
く隔
が
甚は
な
は
だ
し
く
な
る
」「
東
京
養
育
院
は

総
計
五
，
六
百
人
で
あ
っ
た
の
が
今
日
は

千
六
百
人
余
の
入
院
者
が
あ
る
」。

　
「
協
会
の
発
意
は
、慈
善
を
し
て
、如
何
に

も
道
理
正
し
く
組
織
的
に
経
済
的
に
進
歩
拡

渋
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張
し
て
行
き
た
い
と
い
ふ
考
か
ん
が
えで
」「
政
治
と

相あ
い

俟ま

た
な
け
れ
ば
十
分
な
る
効
果
は
得
ら
れ

ま
い
」。

　

評
議
員
に
は
、後
の
外
務
大
臣
、後
藤
新
平
、

非
行
少
年
を
預
か
る「
家
庭
学
校
」の
創
設
者
、

留
岡
幸
助
、大
阪
で
方
面
委
員（
現
在
の
民
生

委
員
の
前
身
）を
作
っ
た
小
河
滋
次
郎
ら
が

名
を
連
ね
た
。

　

中
央
慈
善
協
会
は
、現
在
の
全
国
社
会
福

祉
協
議
会
へ
脈
々
と
つ
な
が
り
、09
年
創
刊

の
機
関
誌『
慈
善
』は
、現
在
、『
月
刊
福
祉
』と

し
て
1
世
紀
超
の
誌
齢
を
重
ね
る
。

　

東
京
養
育
院
も
明
治
、大
正
、昭
和
を
通
じ
、

貧
窮
者
、孤
児
、障
害
者
ら
が
暮
ら
せ
る
数
少

な
い
施
設
で
、渋
沢
は
終
生
に
わ
た
り
院
長

を
務
め
た
。そ
の
遺
志
を
受
け
継
ぐ
板
橋
区

の
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
に
は
、

翁
の
銅
像
が
立
つ
。

 

天
皇
へ
直
訴
の

 

烈
々
た
る
気
概

　

大
正
か
ら
昭
和
へ
、第
1
次
世
界
大
戦
後

の
不
況
、
関
東
大
震
災
、
昭
和
恐
慌
は
庶
民

の
暮
ら
し
を
ド
ン
底
に
突
き
落
と
し
た
。当

時
の
公
的
な
救
済
は
明
治
初
期
に
設
け
た

「
恤

じ
ゅ
っ
き
ゅ
う救

規
則
」だ
け
だ
っ
た
。

　

よ
う
や
く
日
本
初
の
救
貧
制
度「
救
護
法
」

が
29（
昭
和
4
）年
成
立
し
た
。公
的
扶
助
の

義
務
を
初
め
て
掲
げ
た
が
、政
府
は
軍
事
費

優
先
で
予
算
を
確
保
で
き
な
い
。施
行
は
先

延
ば
し
さ
れ
た
。

　

渋
沢
は
病
床
に
あ
っ
た
が
、主
治
医
の
制

止
を
振
り
切
り
、井
上
準
之
助
・
大
蔵
大
臣
、

安
達
謙
蔵
・
内
大
臣
ら
に
膝
詰
め
で
実
施
を

迫
っ
た
。埼
玉
県
代
表
の
方
面
委
員
は
、「
な

い
袖
は
振
れ
な
い
」と
拒
む
井
上
大
臣
の
対

応
に
憤
激
の
余
り
卒
倒
・
死
去
し
た
。

　

全
国
の
方
面
委
員
は
つ
い
に
決
起
し
、天

■
宮
武  

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、埼
玉
県
立
大
学
、目
白
大
学
・
大
学
院
の

教
授
を
経
て
、（
学
校
法
人
）日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
舎
・
理
事
長
。

N
P
O「
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン
」副
会
長
も
務
め
る
。

皇
へ
の
上
奏
文
を
ま
と
め
る
。

　
「
陛
下
の
赤
子
20
万
今
正ま

さ

に
飢
餓
線
上
を

彷ほ
う
こ
う徨
す
る
を
見
る
に
忍
び
ず
」。

　

捨
て
身
の
直
訴
が
実
際
に
天
皇
へ
届
い
た

か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、政
府
も
議
員
も
慌

て
ふ
た
め
い
た
。競
馬
の
利
益
を
回
す
苦
肉

の
策
で
予
算
を
作
り
、救
護
法
は
32
年
施
行

さ
れ
た
。同
年
開
催
の
第
1
回
日
本
ダ
ー
ビ
ー

と
の“
同
時
出
走
”で
あ
っ
た
。

　

渋
沢
は
、そ
の
2
カ
月
前
、91
歳
で
燃
え
尽

き
た
。

　
「
恤
救
規
則
」に
よ
る
31
年
の
救
済
人
員
は

3
万
人
余
、翌
32
年
の
救
護
法
は
18
万
人
近

く
に
増
え
た
。も
ち
ろ
ん
、対
象
者
は
徹
底
的

に
絞
り
込
ま
れ
、最
低
所
得
層
以
下
の「
劣
等

処
遇
」が
貫
か
れ
た
。そ
れ
で
も
第
2
次
大
戦

後
の
生
活
保
護
法（
46
年
制
定
）ま
で
、貧
窮

者
は
救
護
法
を
頼
る
他
な
か
っ
た
。

　

渋
沢
は
、金
融
機
関
や
株
式
会
社
の
経
営

の
根
底
に「
士
魂
商
才
」の
理
念
を
求
め
た
。

一
方
、常
に
社
会
の
病
弊
に
立
ち
向
か
っ
た
。

身
を
も
っ
て
正
当
な
稼
ぎ
方
と
適
正
な
使
い

方
を
示
し
た
生
涯
と
評
す
べ
き
だ
。
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